
品バ

v
t
m
r
h
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一

-ι
守
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F
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二fす翠í!t日 ~F司1m 勾~::.九示日日召i

f

在
百

饗

幸
阜
」

捨
醐

取
引
所
取
引
税
に
就
き
て
・
・
:
・
・
・
法
月
十
一
博
士
紳
戸
正
雄

ベ
ヱ
ム
の
利
子
生
産
力
説
-
'
J
J

・
-
-
:
交
準
博
士
高
田
保
馬

農
産
物
の
ブ

l
リ
ン
グ
に
就
い
て
a

島
内
海
阜
博
土
八
木
芳
之
助

輩
~品

目聞

+
2
d週

間

u"""

輸
入
割
官
制
ス
~
言
、
古
川
2
1
2
=
)
に
就
い
て

~! 
.t.!" 

経
費
二
博
上
谷

日

吉

彦

珊
山

租
税
経
済
の
資
展
限
度
-
-
j
i
-
-
・
:
:
・
将
海
月
下
士
大
畑
丈
七

レ
ス
キ
ュ
ウ
ル
の
長
期
的
景
気
建
動
論
・
経
済
皐
士
松
岡
苧
児

百
貨
府
の
植
民
地
進
出

-

-

:

;

e

M

開

m
m
士

期

新

一

日

間

#

相

川

枇
労
働
者
退
職
手
首
制
の
改
革
:
・
:
:
・
符
尚
早
土
大
塚
一
朗

ピ
リ
モ
ゲ
イ
ツ
チ
の
貨
幣
憤
値
論
・
:
:
時
三

Zr
土

青

山

秀

夫

附

川

諸

岬

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



ピ
R
モ
ず
イ
ツ
チ
白
貨
幣
債
値
論

ピ
リ
モ
グ
ィ
ツ
チ
の
貨
幣
債
値
論

青

秀

夫

，Hμ 

小

序

M
L
E
E岳
山
内
止
に
E
r
b
E仏

k
r
r
E
E
M品
同
時
国
己
目

E
C〈
EN--ν
同

C『
p
u
C吋
己

戸

【

】

2
C
E〈
E
E
E門

mNCMMロ
〈
町
出
口
日
。
ユ
正
口
四
日
H
N口川

C
n
E
d
J
R円

円

F
E
E
-
N
2
5
♀
=
P
訟阿

Z
E
M
C
E
H
c
r
c
p
C
M
U
M
F
N
回
向
}
判
官
官
」
此
論
文

を
紹
介
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
ピ
H
モ
γ
イ
ツ
チ
は
本
論

文
に
於
て
、
貨
幣
償
値
目
問
川
題
、
ひ
い
て
は
フ
イ
ツ
シ
ヤ
1
的
交
換
方

程
式
令
官
Z
Z£
EnF己
認
可
が
一
般
均
衡
の
髄
系
に
於
て
如
何
な
る
意

義
を
有
す
る
か
の
問
題
を
研
究
し
て
ゐ
る
。
而
し
で
そ
れ
は
、
第
一
部
、

批
評
的
説
明
令

aMf出
国
)
、
第
二
部
、
積
極
的
説
明
令

εM1ロふ

に
分
れ
て
ゐ
る
が
、
忍
は
自
己
裁
量
に
依
っ
て
適
宜
そ
の
積
経
的
主
張

を
要
約
し
て
説
明
し
よ
う
と
思
ふ
。
卸
ち
、
本
稿
第
一
節
で
は
先
づ
彼

の
貨
幣
本
質
観
、
貨
幣
債
値
目
概
念
規
定
を
略
漣
し
、
第
二
一
節
で
は
一

般
均
衡
の
樫
系
に
交
換
方
程
式
を
取
入
れ
る
そ
の
主
張
に
つ
い
て
説
明

し
、
最
後
に
第
三
節
に
於
て
そ
の
前
提
を
吟
味
し
乍
b
、
卑
見
を
開
陳

ナ
る
と
と
ふ
す
る
。

ピ
リ
モ
グ
イ
ツ
チ
は
そ
の
貨
常
本
質
視
に
於
て
、
謂
は
ぽ
機

能
債
値
説
(
司
ロ
ロ

r吾
E
Z
Z
P
8
1
0
品。
ω

の
o
E
E
)
を
加
味
し

第
三
十
八
巻

九
一
六

第
四
披

一
四

O

た
指
聞
置
説

(
E
5
5口宮
F
gユ
ぬ
)
の
立
揚
を
採
る
。

日
く
、

「
貨
融
市
を
或
る
特
殊
の
経
済
財

(
E
P
Z
Z
R
E『巳

5
2

。EE
-

四
ぬ
ロ
巾
『
山
田
)

是
認
め
る
こ
と
、
部
ち
何
時
如
何
な
る
揚
合
に
も
現

と
封
立
す
べ
き
、
指
聞
詮
類
似
の
交
換
財

物
財

河
内
出
夜
空
ぬ
る

、

.

・

・

4

1

・

'

F

ゅ

5

2
ロ

2
h
wロ
垣
日
出
回
口
岡
山
口
何
百
四
出
向
山
口
加
叩
出
羽
田
門
)

と
~~r 
倣

ー
し
、
が
貨
幣
の
性
質
及
び
水
質
に
最
も
良
〈
滴
常
す
る
で
あ
ら

う
し
と
。
然
し
乍
ら
、
貨
特
に
間
有
の
償
値
が
た
し
と
し
て
、

直
ち
に
夫
故
に
貨
幣
は
観
念
的
記
数
乃
至
は
概
念
的
計
算
問
単
位

に
過
ぎ
や
、
と
す
る
見
方
は
、
通
貨
数
量
の
所
輿
性
(
供
給
の

を
波
却
す
る
こ
と
と
た
も
此
の
理
由
の
下
に
ピ
リ

有
限
性
)

モ
グ
イ
ツ
チ
は
此
の
後
の
見
方
を
避
け
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
貨
僚
は
経
桝
財
と
し
て
如
何
怠
る
特
色
を
有
す
る

か
。
此
の
説
明
如
何
に
よ
っ
て
一
.
経
済
的
数
量
」
の
一
つ
と
し
て

の
貨
舶
用
が
一
般
均
衡
に
於
て
占
め
る
地
位
が
決
定
さ
れ
る
謡
で

る
る
が
、
此
の
問
題
に
桝
劃
す
る
彼
の
解
答
は
極
め
て
傍
統
的
で

あ
る
。
ト
消
費
財
に
針
し
て
。
「
人
間
は
貨
幣
そ
の
も
の
に
針
し

て
直
接
た
る
欲
望
を
持
た
山
内
0
」
従
っ
て
貨
常
に
針
す
る
欲
求
、

貸
借
の
放
用
乃
至
主
規
領
値
は
、
生
産
財
と
同
様
に
、
間
接
的

1. :Fisher. PUTchasing poweτof Money. New and re¥''Ised (~diti(l n. 1920. (高
城仙次郎詩・貨幣と物慣〉周知の知〈、交換方程式は MV牛 M'V'=PTを以
て表現される。 (ibid.p. 196.邦課. p・290・j本式に於て M= the :a.verage 
四 unountof (actual) money in circulation in the 山田刷出Ydu口ngthe yeaT. 
V = the average rate of turnover of (actllaI) money in it:s t::xchangeゐrgoods 
(the velocity ot circulation of moncy) (ibid. p. 24邦語.p. 31:.) M'= the tol:11 



波
生
的
で
あ
っ
て
、
貨
併
と
引
換
に
、
貨
幣
の
交
換
能
力
に
依

8
て
獲
得
じ
得
ぺ
き
財
に
依
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
-
二
貸
借
巾
は
生

産
財
と
も
異
る
。
隼
産
叫
m野
消
費
財
の
裁
量
的
聞
係
は
技
術
的

に
決
定
さ
れ
.
市
場
と
は
波
交
渉
で
あ
る
。
貨
併
の
揚
合
に
は
‘

取
引
数
量
は
交
換
と
償
格
と
に
依
り
て
定
ま
り
、
取
引
は
按
術

の
制
限
を
離
れ
て
無
限
に
行
昨
れ
得
る
。
貨
僚
は
、
無
限
の
流

通
を
使
命
と
す
る
交
換
手
段
放
る
が
故
に
、
商
品
流
通
に
輿
へ

る
放
同
棋
が
伸
縮
自
在
怖
に
あ
る
。
「
従
っ
て
、

二
え
勺

4
5
2
¥
r
.

自
由
H
t
-
3

同
4

の
貨
幣
臓
且
胞
が
、
掛
端
た
例
外
的
世
帯
例
b
t
除
け
ば
、
大
偲

に
於
で
如
何
怠
る
任
意
の
結
果
を
車
生
じ
得
る
。
剖
ち

《
時
に

併
行

ιで
、
時
に
前
後
し
て
)

犬
韓
に
於
て
如
何
攻
る
任
意
の
財

数
量
を
も
置
き
換
叫
得
る
。
而
し
て
又
逆
に
‘
同
一
の
経
済
的

結
果
、
邸
ち
一
定
財
数
量
の
取
引
が
大
憶
に
於
て
如
何
友
る
任

意
の
貨
幣
数
量
の
媒
介
を
以
て
し
て
も
遂
行
さ
れ
得
る
。
」
ピ
リ

モ
グ
4
ツ
チ
は
此
の
黙
に
貨
幣
の
根
本
的
特
殊
性
を
認
め
、
夏

に
そ
と
か
ら
、
後
惑
の
理
由
に
よ
っ
て
ベ
貨
常
償
値
と
貨
常
数

量
と
の
聞
の
反
比
例
的
関
係
、
:
:
:
:
・
貨
幣
数
量
設
を
貨
融
市
に

遁
用
す
る
可
能
性
」
が
生
や
る
と
説
く
の
で
る
る
。
吾
と
は
議

ピ
リ
モ
ず
イ
ヴ
ナ
の
貨
幣
債
値
論

に
貨
僻
本
質
論
を
去
り
、
貨
幣
債
値
論
に
臨
す
る
彼
の
説
明
ぞ

濃
く
必
要
が
あ
る
。

既
惑
の
如
く
ピ
リ
モ
ず

f
ヅ
チ
は
指
園
者
設
に
よ
り
で
貨
幣

の
本
質
を
説
き
、
機
能
一
時
値
説
的
説
明
を
用
び
‘
乍
ら
貨
抽
出
数
量

訴
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
周
知
の
如
く
機
能
債
値
訴
は

貨
常
数
量
設
の
否
認
K
導
〈
か
、
或
ひ
は
そ
の
修
正
、
所
得
説

(肘

z
g
B
E
8
5
8
2
0
仏

g
c
g巳
旦
に
導
〈
か
、
で
あ
っ
決
。

従
つ
で
此
の
黙
に
ピ
リ
モ
グ
f
ツ

F
の
貨
常
債
値
論
の
特
色
が

存

rる
と
と
は
事
慢
で
あ
る
。
以
下
此
の
特
色
を
中
心
に
総
明

を
進
め
上
う
。

所
得
説
の
根
本
は
所
得
草
位
(
何
百
r口
B
E
S
8宮
古
と
と
貨
ー

融
市
軍
位
(
の
巾
E
a
z
r
a円
)
と
を
同
一
一
腕
す
E
U

黙
に
あ
る
巳
然
る
に

ピ
リ
モ
グ
イ
ヅ
チ
に
於
て
は
此
黙
は
少
し
も
問
題
と
な
ら
ぬ
。

日
く
、
「
私
は
、
貨
僻
m
債
値
と
云
ふ
場
合
、
唯
貨
幣
の
客
観
的
交

換
憤
値
.
邸
ち
経
済
財
の
貨
舶
用
債
格
の
逝
数
値

2
2
0
F
-
o
r
z
g

出回田町宮市
Z
L
g
C巾]言、

ι
四二
8
5
f
5
r
g
巧
巾
『
仲
宏
司

。
色
斗
司
E
8三
耳
切
行

Z
E
w
r
o円。
EHqLPE色
]
る
と
い
ふ
意
味
に

し
か
解
剖
押
し
た
い
。
然
し
私
は
貨
幣
償
値
の
問
題
に
闘
す
る
以

第
三
十
八
血
管

第
四
就

四

丸
一
七

Archiv fur 

deposits sl1bject to transfer by check. V' =0 the averageveloci!y ofcifeulation 
金fdeposit-money) (ibid. p. 48，邦舞・ p.6'，:1.)' p=" the 1Ddex n~mbêt' :of' prices. 
T=  Ihh volume of tmde. (ibid. p. 196.内需.p. 290.)以下白説明では濁乙
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ピ

p
モ
グ

f
ッ
千
四
貨
常
債
値
論

下
の
研
究
に
於
て
一
般
的
物
償
水
準
の
問
題

(含
ω

H
V
B
E
σ
B
 

{-gmLZg旦
ロ

g
句
互
留
守

E
g
)
よ
り
も
寧
ろ
貸
常
償
格
一
般

の
決
定
の
問
題

2
2
p
c
Z
O
B
ヰ

2
回
一
一
含
口
開
門
-
2
C
E
E宮
2
沼

田
『
巾
吾
宮
市
同
)
に
よ
り
多
く
注
目
し
て
ゐ
h
o
」
此
黙
に
於
て
貨
常

領
値
を
以
て
「
人
間
の
精
一
脚
生
活
の
中
に
そ
の
座
席
を
持
つ
所

。

の
閥
心
現
象
f

」
と
し
た
ク
イ

l
川
l
、
乃
至
は
「
私
的
貨
幣
所

伺
ム
」
い
ふ
統
廼
粧
桝
固
有
の
覗
象
」
を
そ
め
貨
僻
論
の
間
荷
虫
駆

と
し
た
シ
ユ
ム
ペ

l
タ
!
と
は
多
少
傾
向
を
異
に
す
る
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
貨
幣
数
量
設
は
如
何
友
る
意
味
に
於
て
一
般
的
物

ヤ f賓
J 71<. 
的準
交の
換問
方題
程を
式解
を決
採す
切るる
1007h 

コIcI1!P 
'ち彼

主
E正
i丞
の
如
く
フ
イ

ツ

。ロ+『
-A-
、H
]
ヱH
W

簡
輩
に
は

C
U
E司

個
々
の
商
品
の
取
引
数
量
の
線
利

(
M
S
L
H
3
を
つ
〈
る
に

営
っ
て
、

フ
イ
ツ
シ
ヤ

l
は
次
の
方
法
を
用
ひ
た
。
基
準
年
度

に
於
て
一
定
額
の
貨
幣
を
支
排
っ
て
獲
得
し
得
る
商
品
数
量
を

以
て
そ
の
商
品
の
教
景
計
算
の
草
位
と
し
も
円
。
「
従
っ
て
か
く

融
寓
形
さ
れ
た
交
換
方
程
式
は
一
般
的
物
償
水
準
の
絶
叫
割
的
危
高

さ
を
示
す
も
の
で
は
た
い
、
基
準
年
度
と
比
較
し
て
の
そ
の
相

第
三
十
八
巻

九
一
人

第
四
披

四

掛
的
友
高
さ
、
帥
ち
一
般
的
物
債
水
準
の
指
数
を
示
ず
の
で
あ

る
o
」
喚
品
一
目
す
れ
ば
、
吾
，
R

は
貨
僻
m
数
量
、
商
品
取
引
数
量
、
基

準
年
度
の
商
品
債
格
を
知
っ
て
さ
へ
ゐ
れ
ば
、
営
該
年
度
の
個

h

の
商
品
債
格
は
未
知
数
で
あ
っ
て
も
、
営
該
年
度
の
貨
幣
償

位
を
測
定
し
得
る
。
己
目
白
司
は
の
U
M
U
司
そ
の
ま
ま
で
は
な
い

が
、
と
れ
だ
け
の
意
義
は
持
つ
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
限
定
さ
れ
た
意
味
に
於
け
る
貨
常
債
値
決
定
の

法
則
を
示
す
の
が
貨
常
数
量
設
で
あ
る
。
「
貨
幣
数
量
設
の
特
徴

は
、
債
格
水
準
は
、
他
の
依
件
に
し
て
蝿
変
化
-
投
げ
れ
ば
、
〈
比
の

こ
と
が
可
能
で
あ
る
限
り
に
於
て
で
は
あ
る
が
J
貨
常
そ
の
他
の
疏

通
手
段
の
数
量
の
増
減
恰
直
接
比
例
し
て
費
動
す
る
傾
向
が
あ

る
、
と
い
ふ
黙
に
あ
る
o
」
貨
幣
は
本
質
上
、
直
接
に
欲
望
を
充

足
し
得
る
財
で
は
た
く
、
そ
の
債
値
が
波
生
的
で
あ
る
と
と
は

既
述
の
如
く
で
あ
る
。
他
の
経
済
財
は
、
そ
の
数
量
場
滅
の
結

果
償
格
が
餐
動
す
る
揚
合
、
債
格
の
餐
動
は
数
量
の
培
減
と
不

比
例
的
に
行
は
れ
る
、
1
1
1
財
が
直
接
に
欲
望
の
宏
足
に
役
立

っ
か
ら
。
従
っ
て
小
委
と
い
ふ
如
き
特
定
商
品
の
み
に
つ
い
て

「
小
委
償
婚
の
数
量
設
」
を
設
〈
と
と
は
出
来
た
い
。
財
が
直
接

Sozialwissenschaft und SopaJpoliti1c.， 44. Bd. 1917-<[8， S. 644 ff.) も指圃脅説
が貨常債値の問題の否認に導かぬことを、本位制度の意義に閥聯させて説明
してゐる c
Bi1iino円Cz.a. a. O. S. 362. 
Bilimoric:z.. a. a. O. S・363-364 此白第二の魁白主強が1.Fish町由敏量設白
基礎づけに劃する批評をなしてゐる。 (S・358-359.)
4) 



に
欲
望
克
足
に
役
立
た
ぬ
貨
幣
に
於
て
の
み
「
貨
幣
債
値
の
数

量
設
」
(
心
Z
P
E
E
S
Z
F
2
1
0
母
国
の
0
5
4
2
Z
2
)
が
成
立
つ
。
然

も
貨
常
の
交
換
債
値
は
教
室
設
に
土
っ
て
で
友
け
れ
ば
設
明
出

来
ぬ
と
と
と
な
る
。

ピ
リ
モ
グ
4
ツ
チ
は
綾
上
の
如
〈
貨
常
数
量
設
に
依
っ
て

般
的
物
償
水
準
の
決
定
を
説
〈
の
で
あ
る
が
、

一
般
的
物
償
水

準
と
は
抑
'n
何
か
。
此
の
概
念
は
理
論
経
済
事
上
如
何
左
る
意

義
を
有
ナ
る
か
。
統
汁
方
法
上
の
問
題
は
別
と
し
て
も
、
貨
幣

数
量
の
費
動
は
、
極
め
て
梯
有
の
場
合
危
険
け
ば
、
商
品
全
膿

の
で
は
な
く
、
た
だ
個
々
の
商
品
の
需
給
と
の
み
関
聯
し
て
起

る
の
で
あ
り
、
然
も
そ
の
結
果
憤
格
捜
系
K
費
動
が
超
る
が
、

個
別
経
済
の
此
の
受
動
せ
る
償
格
に
封
ず
る
遁
廃
も
夫
々
異
質

的
で
あ
る
。
か
〈
て
貨
常
数
量
が
債
格
に
及
ナ
影
響
は
名
目
的

で
な
く
、
賓
質
的
で
あ
る
。
従
っ
て
円

2
2・
一
∞
司
目
『
守
口
出
と
い
ふ

前
提
が
前
提
し
難
い
と
と
と
な
る
。
か
か
る
理
由
か
ら
一
般
的

貸
僻
巾
償
値
な
る
概
念
を
膚
認
し
上
う
と
す
る
意
見
事
最
近
時
起

っ
て
ゐ
る
。
(
ハ

1
バ
ラ

1
、
ハ
イ
エ
ツ
九
、
ヶ
イ
ン
苅
な
ど
。
〉

れ
に
よ
っ
て
貨
常
数
量
訟
の
意
義
が
全
部
的
に
否
認
さ
れ
る
語

ピ
P
毛
グ
イ
ツ
チ
の
貨
常
債
値
論

で
は
友
い
が
、
「
一
般
的
償
格
水
準
の
問
題
」
た
る
も
の
が
理
論

経
済
摩
一
上
殆
ん
ど
責
益
友
き
と
と
は
承
認
し
泣
け
れ
ば
な
ら
た

い
。
五
ロ
々
は
次
に
「
貨
幣
債
格
日
決
定
の
問
題
」
の
解
答
と
し
て
の

貨
幣
数
量
設
を
見
ょ
う
と
思
ふ
U

一
般
均
衡
に
於
け
る
交
換
方
程
式
の
意
義
に
つ
い
て
、
着
眼

貼
や
論
擦
の
と
み
入
っ
た
説
明
は
後
廻
し
に
し
て
、
先
づ
彼
の

結
論
か
ら
漣
ぺ
て
見
上
、
ヮ
。

ホ
〈
故
方
税
式
合
H
悶
M
M
)

の
芳
一
明
町
村
賞
耐
耐
の
供
給
を
、
右
設
は

貨
搬
出
に
封
す
る
需
要
を
意
味
し
、
方
程
式
は
、
均
衡
扶
態
に
於

て
貨
幣
の
此
の
需
要
と
供
給
と
が
一
致
す
る
黙
に
債
格
の
赦
態

が
定
ま
る
、
こ
と
の
数
式
的
表
現
で
あ
る
。
流
通
方
程
式
を
構

成
す
る
経
済
的
数
量
は
凡
て
画
教
的
な
(
因
果
的
で
は
な
い
)
相

互
依
存
の
闘
係
を
有
し
、
経
済
理
論
の
興
件
た
る
諸
々
の
主
観

的
友
、
或
は
客
観
的
左
モ
メ
ン
ト
の
結
果
で
あ
る
。
従
っ
て
流

遁
方
程
式
だ
け
で
は
、
何
者
を
も
決
定
し
得
ぬ
の
で
る
っ
て
J
セ

と

れ
が
市
場
機
構
で
そ
の
均
衡
の
一
つ
の
僚
件
を
た
ず
揚
合
に
於

て
始
め
て
此
の
被
規
定
性
を
得
る
。
従
っ
て
流
通
方
程
式
は
、

第
三
十
八
巻

九

九

第
四
貌

四

Bilimovicz.a. a. O. S. 364・
F. }t~. v. Wieser. Ge::;am-melte A.bhandlungen， hrg. v; A.. .Hayek. 1929.8.171-
，82. S. 212-5. 219・
G. Schllmpeter. a. a. O.未費表拙稿 Lνコムイーターを中心としで見たる静
態的貨常論九
J. Schumpeter. a. a. O.上掲未費支j出稿、

5) 
6) 

tの ζ 』はー膿日常経験に見5オレ8) 



ピ
u
F

モ
ず
イ
ツ
チ
の
貨
幣
債
値
論

需
要
と
供
給
と
の
均
衡
の
貨
常
に
闘
す
る
特
殊
の
揚
合
と
し

て
、
均
衡
の
閥
系
に
加
は
っ
て
始
め
て
有
意
義
と
友
る
し
、
亦

必
A
V
と
れ
を
加
へ
ね
ば
な
ら
向
。

此
の
結
論
は
数
理
的
に
表
現
す
れ
ば
一
一
暦
明
瞭
に
た
ら
う
。

在
宅
積
極
的
説
明
附
録
に
よ
る
。
)

想
定
。
山
「
少
〈
と
も
部
分
的
な
枇
曾
的
介
業
に
於
て
進
行

す
る
所
の
、
永
続
的
経
済
過
程
忙
し
て
、
唯
貨
幣
の
み
を
媒
介

と
し
て
行
は
れ
る
交
換
流
也
」
。
仰
寸
静
態
的
友
経
済
膿
系
、
卸

ち
る
一
期
間
中
経
済
の
経
過
を
左
右
す
る
一
切
の
モ
メ
ン
ト
が
不

愛
で
る
る
所
の
、
情
系
。

j
i
-
-
-
従
っ
て
此
の
韓
系
内
で
は
完

全
左
静
態
的
過
程
の
成
立
以
後
各
経
済
は
、
現
物
形
態
で
は
毎

年
同
一
数
量
だ
け
生
産
;
怖
い
る
経
済
財
上
り
成
る
所
の
、
そ
の

規
則
的
所
得
を
消
費
す
る
od
一

既
知
数
。

A

主
観
的
モ
メ
ン
ト
、

ω経
済
の
致

m
、
問
個

々
の
経
済
の

n
種
の
消
費
財

k
f
F
i
-
-
-
Z
(貨
常
を
除
く
J

に
刑
制
す
る
夫
'n
の
需
要
函
数
(
幾
何
撃
的
に
は
限
界
放
用
曲
線

を
以
て
一
木
さ
れ
る
0
)

F
F
(戸
)
・

p-M?)M
・E
・---ji----PL(白
)

第
三
十
八
巻

九
二

O

第
凶
披

一
四
回

p-E(戸
)
-
P
-
z
?
J
・--・

:
-
-
p
-臣
官
)

B 

客
観
的
モ
メ
ン
ト
、
川
各
経
済
の
年
，
n
の
官
質
所
得
、

(年・
4

更
新
せ
ら
れ
る
年
の
初
め
の
消
費
財
在
荷
)
。

P 

炉
tキ

ペ
:> 

J

J
・
-
-
-
:
:
:
:
目
ヨ
E

ゆ
4
A川

z

m各
経
済
の
年
の
初
め
の
貨
舶
用
在
荷
。

p
・

p
・--iz--ji--四
富
市
ザ

4
パ
。

問
貨
常
の
流
通
蓮
昨
問
。
同
-

来
知
徴
。
山
各
経
済
が
交
換
後
所
有
す
る
消
費
財
数
量
。

" " 一、、
"ー:停泊、盟、

司ー p 

13 - :; 

tI)> : 宮ト
ヰ・:ヰ
ペ:パ
. z :> 、・.、
、『国Fー目、戸~

5 
2 

B 
B 
神
津
覧車

剛
凶
各
経
済
が
期
間
終
了
後
所
有
せ
る
貨
常
の
数
量
(
次
の
明
間

の
翁
に
保
留
さ
れ
る
必
要
友
手
許
準
備
金
問
目
白

S
Z
E
E
)。

へM-
R
J
i
z
i
-
-
:
・問、
E
ゆ
4
パ
。
、

E
a
B
仙骨骨回一鱈

間
消
費
財
債
格
。

z自明白事賓としで前提吉れ得るが、そ百基礎づけには主観慣値皐説的均衡
論を必要とナる。
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ロ
富
岳
地
宵
帝
国
師
陣

ヨヨ
+
E
+
ロ

B
6出
rwE建

同

vm-
司

e
・
二
:
:
:
:
・
-
u
E

ゆ
4
パ

方
程
式

JW 
4 回

目円

|喪

界家
殺計
月j の
の均
均衡

言E
刀，さ

て叫E
o~ 
(1) 

fち

S 
'" 4ヨ
" =ー

の
方
程
式
。

I 4145 
4;Eli 

p(;:;31 
ヨ
コ

亘H
B 
;コT

，þ~， 

貨
幣
の
限
界
放
用
は
此
の
方
程
式
に
は
現
は
れ
な
い
。

II 

財
の
需
要
と
供
給
と
の
等
式
。

ヨ"M 】

+ + 
N)e:3 t.? 
+ + 

+十
ョーー占2
i3ヨ
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M、回.
+ + 
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字+
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=、 s

!:lt書

記・ート

有~
、ーーー-v-ーーー-
叶ロ

百~iii!
tj.d 

III 

貨
幣
の
個
人
的
需
要
と
個
人
的
供
給
と
の
等
式
。

..，・ .σ司
回 同

il 
E・:当
司・.ペ
'・・ 4・
+ "" 
f ~ 
." .J-
~・

+ 

十回.
ヨ，
3 -r 
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目一、
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ヨ
B 
a 
.::rr 
謂
tj. 

ピ
り
モ
グ
イ
ツ
ナ
の
貨
幣
債
億
論

IV 

貨
僻
巾
の
線
需
要
と
貨
融
市
の
綿
供
給
と
の
等
式
。
(
交
換
方

程
式
)
。
貨
惜
の
個
人
的
供
給
の
線
和
(
イ
ク
オ
ー
ル
年
の
初
め
の

各
経
済
の
貨
僻
市
在
荷
)
は
貨
常
の
個
人
的
需
要
の
綿
和
(
イ
タ
オ
1

ル
各
経
済
由
貿
上
高
イ
グ
オ
ー
ル
次
の
期
聞
の
矯
に
各
経
済
が
保
留
す

る
「
手
許
準
備
金
」
)
に
等
し
い
。

四
国
十
n
M
+
E
E
-
-
十
m
E
H
開
、
同
l

千
代
崎
+
・
・
'
E
+
r
、
岡
z
m
Z
C
H
口
、
]
誼
e
u
q
組
制
岬

人
1
此
の
方
穏
に
に
各
J
K
の
代
り
に
特
経
摘
の
寅
上
高
を
田
鹿
島
司

換
へ
れ
ば
、
(
C
Q
に
方
程
式
群
H
を
代
入
す
れ
ば
、
)
苔
々
は
次

の
形
式
で
流
通
方
程
式
を
得
る
。

。Hk
r
-
よ
+
ロ
司
U
j
i
-
-
-
-
+
Z
E

V 

個
々
の
経
済
の
支
出
と
牧
入
と
の
等
式
。

へ
も
担
+
て
も
e
+
:
+
回
、
M
E
H
r
F
+
一J
E
十
・
+
H
J
F
+
{
四
回
l
K
M
Y

P

、
E
F
+
r
、EF
+
:
+
ロ
、
E
E
目
白
日
吉

+
r
E
E
+
:
+
ロ
E
P
十
一

(
岡
田

l
代
目
)
」

E
1
H
B
8
4司
諮
訪
問

ゆ
4
ペ
E
(
E
l
C
+
四
十
百
十
戸
十
E
H
H
E
E
+
百
十
回
薗
G
U司
詩
制
四

方
程
式
の
数
と
未
知
数
の
教
と
は
等
し
い
、
未
知
数
は
一
義

的
に
決
定
せ
ら
れ
る
。

第
三
十
八
巻

第
四
披

四
五

九

の説明主試かた。
「尤も Q(本稿に於てはH)は各異れる単位在以亡計量せらる L ものなり。'OlJ
へば石炭は噸E以て計り、砂糖は斤を以て計り、小多は「プツシコユル』を以で
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計ると『ノ、::.t.....レッド・ウエイト』にて計るとはi国防立に異動a:来すべきものな



ピ
リ
モ
ず
イ
ヴ
千
の
貨
幣
償
値
論

既
に
以
上
の
結
論
の
中
に
突
の
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
。
第

一
に
交
換
方
程
式
は
函
数
闘
係
の
表
現
と
し
て
怠
義
を
持
つ
。

夫
故
に
こ
れ
を
ロ
ロ

E
Q同
一
?
と
す
る
批
一
品
も
、
貨
僻
巾
数
回
互
設
に

因
果
的
説
明
を
求
め
で
樹
て
ら
れ
た
批
評
も
、
成
立
し
な
い
。

第
二
に
方
程
式
の
左
溢
を
貨
幣
の
供
給
と
し
て
、
右
遜
を
貨
幣

の
需
要
、
と
し
て
考
へ
て
ゐ
ヤ
と
れ
は
所
得
設
に
扮
す
る
批
評

在
訟
時
ナ
お
。

然
ら
ば
貨
僻
巾
の
供
給
及
ぴ
需
要
と
は
抑
A
何
か
。
そ
れ
は
如

何
た
る
形
式
を
と
っ
て
均
衡
の
鰐
系
の
中
に
入
り
込
む
か
。
先

づ
供
給
の
側
に
闘
し
て
云
へ
ば
、
貨
幣
数
量
(
の

r、)、

及
v' 

流
通
蓮
度
全
及
び
C
J
、
は
経
済
理
論
に
ゆ
」
っ
て
近
似
的
に
で

一
一
底
輿
件
と
占
有
倣
さ
れ
得
る
日
換
ニ
一
目
す
れ
ば
方
程

は
あ
る
が
、

式
の
左
越
は
既
知
数
よ
り
成
る
。
従
っ
て
ピ
リ
モ
グ
イ
ツ
千
は

此
の
黙
に
閲
し
て
は
重
大
友
問
題
を
認
め
な
い
。
一
平
ろ
上
越
の

数
理
的
表
現
に
見
ら
る
る
如
き
、
特
殊
な
る
方
程
式
の
構
成
は

貨
常
の
需
要
に
閲
す
る
彼
の
分
析
よ
り
生
や
る
。
「
個
h

の
経
済

主
植
は
貨
常
そ
の
も
の
を
消
費
す
る
誇
で
は
た
い
が
、
然
し
一

定
の
貨
徽
教
室
を
現
物
財
の
調
達
の
潟
に
使
用
せ
や
し
て
、
率

第
三
十
え
巻

::IL 

第
四
披

一
四
六

ろ
こ
れ
を
貯
蔵
す
る
、

〈
貯
蓄
の
欲
求
が
全
然
存
し
な
い
場
合
す
ら

も
)
。
此
の
個
々
の
経
済
主
憶
が
貯
蔵
す
る
貨
幣
数
量
は
何
に
よ

っ
て
定
ま
る
か
、
と
い
ふ
問
題
は
貨
僻
理
論
に
と
っ
て
特
殊
の

重
要
性
を
持
ち
、
特
殊
の
解
決
を
要
求
す
る
。
そ
の
需
給
開
係

を
個
々
の
経
済
に
と
っ
て
の
個
人
的
危
諸
交
換
方
程
式
が
表
現

す
る
所
の
、
貨
幣
の
供
給
及
び
需
裂
の
決
定
は
此
の
問
題
の
解

決
に
依
存
す
る
の
で
あ
う
て
、
や
一
間
的
た
交
挽
方
税
式
は
此
の

叩内

需
要
と
供
給
と
の
一
般
的
等
式
を
現
は
し
て
ゐ
る
」
。

今、

k
記
の
数
理
的
表
現
を
見
る
左
ら
ば
、
普
通
の
鰭
系
上

り
も
、
既
知
教
に
於
て
は
各
経
梼
の
年
の
初
め
の
貨
物
在
荷
が
.

F

未
知
敢
に
於
て
は
次
の
期
間
の
震
K
保
留
さ
れ
る
現
金
が
、
方

程
式
に
於
て
は
貨
併
の
個
人
的
需
要
ム
」
個
人
的
供
給
と
の
等
式

一
見
一
般
均
衡
の
閥
系
に
加
へ
る
必
要
が
あ
る
等
式

が
多
い
。

は
交
換
方
程
式

C
C
H
レ
-r司
の
み
で
い
い
様
に
思
は
れ
る
。
特

に
か
か
る
複
雑
た
構
成
を
取
る
の
は
何
故
か
。

此
の
理
由
は
次
の
如
〈
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
弘
Ill-
般
均
衡

の
醐
閥
系
に
た
だ
交
換
方
程
式
の
み
を
加
へ
る
考
~
方
は
、
個
々

の
経
済
の
貨
常
在
荷
は
各
期
間
同
一
で
あ
る
、
郎
ち
各
経
済
の

りとす。されE、若L各貨物の計量車位とし日亡、週常文貨物の取引に用ひら
るL単位に{i<f:，ずして、基準年度 (B田eYe叫と稀する或る特定の年に於て
ー弗にキ自営せし丈の其貨物の厳最を用ゐなぼ、上記白方法は然か〈不傑理由
ものに非ざるべし。蓋し、此方法を用ゆれば、選，1民年度に於りる各物僚は悉
くー弗なるを以て、其基準年度に於ける物償金聞の平均も亦ー弗にして、他
白年に於ける平均物債(即ち基準年度に於て・弗に相常せし省貨物単位量白



咋
旧
費
は
そ
の
所
得
に
等
し
く
(
貯
蓄
は
度
外
視
す
る
)
、
共
結
果
個

々
の
経
済
が
突
の
期
間
の
潟
に
貯
蔵
す
る
所
の
必
要
友
現
金
は

決
行
期
間
中
の
此
の
経
済
の
貨
常
在
荷
に
常
に
等
し
い
、
と
い

ふ
簡
軍
化
の
偽
の
椴
定
K
基
づ
い
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
彼
に
よ

れ
ば
、
「
か
か
る
筒
輩
な
問
題
の
提
出
は
貨
幣
流
通
の
典
型
的
た

現
象
を
無
視
し
て
ゐ
る
o
」
個
々
の
経
済
が
弐
期
の
偽
に
準
備
す

べ
き
現
金
(
所
謂
「
手
許
準
備
金
」
)
は
決
し
て
一
定
不
授
の
も

の
て
は
放
い
。
或
る
経
桝
K
は
此
の
「
ザ
ヤ
ヤ
J

許
準
備
金
L
が
現
在
の

。05
5
M
g
H
よ
り
も
小
額
で
あ
る
と
と
も
あ
る
が
、
此
の
揚
合

に
は
鈴
剰
の
貨
常
を
消
費
す
る
他
は
た
い
。
夏
に
「
手
許
準
備

金
」
が
の
色
《
才
。
『
『
と
よ
り
も
大
な
る
経
済
で
は
最
初
か
ら
消
費

を
制
限
し
て
、
克
分
注
「
手
許
準
備
金
」
を
遺
ら
ね
ば
な
ら
ね
。

而
し
て
多
く
の
揚
合
如
何
左
る
債
格
檀
系
も
直
ち
に
各
経
済
の

最
初
の
貨
常
在
荷
と
「
手
許
準
備
金
」
と
の
一
致
を
も
た
ら
し
得

をた
ピ u、
リ。

モ此
ずの
イ結
ツ呆
チ生
はや
JZ る

安g
横富

樫霜
了互
の間
去の
巳~ ~芸E

E橋
盟.の
単流
J 出
と入

呼
ん
で
ゐ
る
0

(

こ
れ
が
前
回
仮
定
が
同
作
逃
し
て
ゐ
る
事
貸
で
あ
る
Q

)

と
れ
が
貨
融
市
流
通
の
領
域
に
於
け
る
外
部
的
動
態
的
措
変
動
の
典

ぜ
リ
モ
ず
イ
ツ
千
の
貨
幣
債
値
論

型
的
左
場
合
で
あ
る
こ
と
は
謂
ふ
迄
も
無
い
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
結
川
市
債
格
に
鍵
動
が
生
や
る
。
然
し
乍
ら
そ
れ
は
亦
静
態
経

済
に
於
て
も
、
所
輿
の
僚
件
の
下
に
於
て
最
大
限
度
の
欲
望
満

足
を
寅
現
せ
ん
が
鴻
刷
、
起
し
り
得
る
の
で
る
っ
て
.
「
完
全
に
静

態
的
友
経
済
過
程
が
成
立
す
る
潟
に
は
論
理
上
不
可
漣
な
経
済

内
的
前
提
」

(ι
町

-
C伺

-
R
F
5
2『E
自
己
目

Z
5
5
5
〈

E
Zユ一干

同
ロ
ロ
同

N
E
円
}
同
盟
国
定
=
ロ
己
問

t
c
=
-
h
。
】
ロ
ロ
百
己

国
[
お
氏
。
回
日
『
命
直

。ロ
H
O出

パ司王山口一日沖田市一
d
N
O自
立
た
る
お
叫
識
を
布
寸
る
。

か
〈
の
如
く
貨
倣
仙
の
績
協
現
象
に
費
要
友
る
意
義
を
認
め
る

が
故
に
、
彼
は
一
般
均
衡
の
韓
系
に
封
し
て
、
間
車
に
交
換
方
程

式
の
み
な
ら
や
、
個
別
経
済
に
於
け
る
貨
幣
の
供
給
と
需
要
と

の
等
式
を
も
附
加
へ
る
の
で
あ
る
o
か
く
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

貨
幣
機
能
が
技
術
的
制
約
を
蒙
ら
や
、
貨
融
市
数
量
と
取
引
償
額

と
が
波
交
渉
で
あ
り
得
る
こ
と
よ
り
生
十
る
貨
常
特
有
の
難
問

題
が
解
決
さ
れ
る
。

以
上
を
以
で
ピ
リ
モ
グ
イ
ツ
チ
の
貸
借
巾
償
値
論
の
紹
介
を
終

へ
た
い
と
思
ふ
。
た
だ
然
し
脚
註
に
記
し
た
通
り
、
「
限
界
放
用

第
三
十
八
巻

第
四
披

一
四
七

ゴむ

債格の平均〉は物侵標単を表示すぺき指l殴":t.C V、其貨物数量単位の総数は
貨物費買量売る〈ければなり.， (高城官IJ究郎需・貨幣と物債 p. 290・)
念の鴛に憂字を用ひ::c説明する。(但ι簡単の魚、算術平均を用rJ-る。)A商
品目基準年度に於ける一蹴りの債格配出とすれば、古砥が上漣の計算

単位.である。従ワて佳意白年度に於ける Aj自13.白取引鍛最を h.lfとナれぽ、



ピ
リ
モ
グ
イ
ツ
チ
の
貨
幣
償
値
論

均
等
の
法
則
を
援
用
せ
や
し
て
、
然
も
消
費
財
に
針
ナ
る
欲
望

の
強
さ
、
従
っ
て
亦
共
の
殻
用
は
唯
比
較
し
得
る
の
み
に
し
て
、

測
定
し
得
ざ
る
大
い
さ
で
あ
る
こ
と
を
、
顧
慮
し
乍
ら
し
「
一
般

的
た
二
元
主
義
的
な
経
済
理
論
の
一
部
分
と
し
て
」
彼
の
二
元

主
義
的
貨
幣
債
値
論

2
5一
王
山
町
宮
の
め

E
Z
-
5
2立
が
展
開

さ
れ
て
ゐ
る
と
と
に
つ
い
て
は
、
全
然
紹
介
在
怠
っ
て
ゐ
る
と

と
を
断
つ
C
躍
か
ね
ば
た
ら
ぬ
。
然
し
私
見
を
以
て
す
れ
ば
.

貨
幣
論
プ
ロ
パ
ー
に
と
っ
て
此
の
黙
は
寧
ろ
副
次
的
な
る
性
質

の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
突
の
描
で
は
あ
る
ま
い

古道

既
惑
の
如
く
、
交
換
方
程
式
は
貨
幣
に
闘
す
る
需
給
の
等
式

と
し
て
一
般
均
衡
の
櫨
系
の
中
に
入
り
込
む
、

と
い
ふ
の
が
彼

の
意
見
で
あ
る
。
此
の
意
見
は
充
分
に
正
し
い
。
然
し
乍
ら
此

の
交
換
方
程
式
の
挿
入
に
よ
り
て
、
均
衡
が
一
義
的
に
決
定
せ

ら
れ
る
と
云
ふ
震
に
は
何
が
前
提
と
せ
ら
る
る
か
。
そ
の
前
提

は
貨
幣
数
量
と
流
通
速
度
と
の
所
興
性
で
あ
る
。
此
の
二
者
は

右
謹
が
共
に
未
知
数
で
あ
る
に
劃
し
て
、
経
済
理
論
の
輿
件
と

し
で
既
知
数
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
三
十
八
巻

九

四

第
四
裁

一
四
八

ピ
リ
モ
グ
4
ツ
チ
は
此
黙
を
次
の
如
く
説
明
し
て
ゐ
る
。

l
l貨
幣
の
流
通
速
度
は
生
産
組
織
及
び
取
引
の
慣
習
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
。
然
る
に
此
の
後
の
二
者
は
均
衡
理
論
に
と
っ

て
所
輿
で
あ
る
。
従
っ
て
流
通
速
度
も
亦
所
奥
と
宥
倣
さ
れ
得

出る
。
次
に
現
金
貨
幣
及
び
信
用
貨
幣
に
O
い
て
で
あ
る
が
、
此

の
中
金
属
貨
常
に
つ
い
て
は
問
題
は
存
し
た
い
。
問
題
に
た
る

の
は
銀
行
採
及
び
信
附
の
伸
縮
性
で
あ
る
。
撚
し
此
の
費
動
が

=
足
の
限
界
を
持
つ
こ
と
は
自
明
の
事
賞
で
あ
る
。
(
ピ
リ
モ
ず

イ
ヴ
チ
は
極
め
て
簡
単
に
、
利
子
を
以
て
此
D

数
量
の
調
節
を
説
明
し

て
ゐ
る
。
)
「
か
か
る
理
由
か
ら
経
済
理
論
は
貨
常
数
量
を
も
、
勿

論
現
寅
へ
の
多
少
の
近
似
性
を
以
て
に
過
vd
な
い
が
、
興
へ
ら

回

れ
た
大
さ
と
看
倣
し
得
る
。
」
勿
論
こ
と
に
所
奥
で
あ
る
左
い
ふ

意
味
は
、
因
果
的
に
と
れ
が
原
因
と
友
っ
て
債
格
を
決
定
す
る

と
解
し
て
は
た
ら
ね
。
飽
迄
函
数
的
に
解
樺
さ
る
べ
き
で
あ
っ

て
、
現
寅
に
は
経
済
外
的
興
件
の
作
用
も
経
務
機
構
を
遇
し
て

此
等
の
経
済
的
数
量
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
c

こ
と
で
吾
々
が
銘
記
を
要
す
る
の
は
、
経
済
理
論
に
冒
と
っ
て

所
奥
た
る
ぺ
き
交
換
方
程
式
の
左
溢
〈
以
下
簡
単
に
貨
幣
扱
量
を

指厳白計算には h.ムょとして現はれる。かげ基準年度の物倒指鍛Fo=

詑宮=1任意D年度ゐ債指数 F=議;(γ:P=型乙)。
Dilimovicz. a田 a.O. S. 354・
Bilimovicz. a. a. O. S・358.

13) 
14) 



以
で
伐
表
せ
し
め
た
い
〉

は
全
経
済
領
域
に
閲
す
る
そ
れ
で
あ
っ

て
、
軍
に
所
得
に
閲
す
る
そ
れ
の
み
で
は
友
い
と
と
で
あ
る
@

ピ
リ
モ
グ
4
ツ
チ
が
ウ
イ

l
，サ

l
の
ミ
の
丘
【
H
S『
Et--
の日
E
I

o
 

aB含
広
三
の
概
念
が
範
閤
狭
少
で
る
る
と
批
評
し
℃
ゐ
る
の
は
、

此
の
限
り
に
於
℃
五
し
い
と
思
ふ
。
然
し
乍
ら
、

シ
ユ
ム
ペ

l

タ
ー
の
流
通
方
程
式
修
正
を
批
難
し
乍
ら
、
然
も
そ
れ
が
吋
4
P
B

で
友
い
と
と
を
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
l
の
震
に
揖
護
し
て

ロ
[o-c
同一。

ゐ

-hの
は
、
不
徹
嵐
の
印
刷
附
た
き
hr-
得
佐
い
。

ぷ

3

ム
ベ

l
A
F
l

は
流
通
方
程
式
が
斗

E
E
G同
町
で
友
い
こ
と
を
自
ら
昨
附
議
し
て

臼
ふ
、
「
所
得
の
総
額
は
た
だ
貨
幣
的
原
因
か
ら
の
み
定
ま
私
」

と
。
然
る
に
他
方
に
於
て
此
の
所
得
綿
額
、
彼
の
所
謂
「
流
通

領
域

(N-
ユ
向
白
一
色
。
国
自
問
診
位
互
に
あ
る
、
貨
常
数
量
」
は
極
め
て

鑓
動
し
易
い
も
の
で
あ
っ
て
、
「
経
済
生
活
の
各
欣
態
に
遡
癒
せ

ん
と
す
か
傾
向
あ
る
も
の
」
で
あ
る
、
と
い
内
。
然
も
吾
々
は

此
の
矛
盾
を
夏
に
ピ
リ
モ
グ
イ
ツ
チ
自
身
に
於
て
見
る
。
均
衡

理
論
に
と
。
て
所
得
は
未
知
数
の
筈
で
る
る
に
も
拘
は
ら
や
、

此
の
所
得
(
上
惑
の
方
程
式
組
織
に
於
て
は
E
)
が
先
づ
既
知
数
と

し
て
奥
へ
ら
れ
て
居
り
J

教
の
綿
和
た
る
が
故
に
、

そ
の
線
和
た
る
貨
幣
数
量
は
、

既
知
数
で
あ
る
如
〈
取
扱
は
れ
て
ゐ
既
知

ぜ
リ
モ
ず
イ
ヅ
千
の
貨
幣
償
値
論

る
。
此
の
鮪
の
癖
明
な
く
し
て
は
、
彼
の
折
角
の
説
明
も
誤
解

を
招
き
は
し
な
い
で
あ
ら
う
か
。
私
は
こ
れ
を
恐
れ
る
。

か
く
て
結
論
は
た
だ
一
つ
し
か
友
い
。
先
づ
均
衡
理
論
に
と

り
入
れ
ら
る
べ
き
は
、
も
凡
だ
交
換
方
税
式
だ
け
で
あ
る
。
先
づ

と
れ
を
行
っ
た
上
た
ら
は
、
所
得
も
未
知
数
で
た
く
既
知
数
と

た
る
か
ら
、
そ
の
後
は
所
得
を
既
知
数
と
し
て
取
扱
ひ
得
る
。

ピ
リ
司
グ
イ
ツ
チ
は
財
数
量
が
最
初
か
ら
奥
へ
ら
れ
や
、
生
産

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
揚
合
に
も
、
同
様
の
取
扱
ひ
が
許
さ
れ

る
と
し

c
b寸
た
だ
客
観
的
モ
メ
ン
ト
と
し
て
最
初
の
財
在
荷
の

代
り
に
、
各
経
桝
の
手
許
に
最
初
興
〈
ら
れ
て
ゐ
る
生
産
手
段

の
在
荷
と
財
の
技
術
係
数
と
が
現
は
れ
る
の
み
で
あ
る
」
と
云

ふ
が
、
然
し
財
の
側
の
み
で
た
く
、
此
の
揚
合
貨
幣
の
側
を
も

顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

私
の
批
評
は
徐
り
に
形
式
的
で
あ
っ
て
、
賓
盆
が
た
い
如
く

閉
山
ば
れ
る
か
も
知
れ
た
い
。
然
し
砂
く
と
も
彼
の
論
文
の
後
字

の
「
積
極
的
説
明
」
の
問
題
の
本
質
を
明
か
に
す
る
に
は
役
立
つ

と
思
ふ
。
何
故
か
た
れ
ば
、
そ
と
で
は
均
衡
理
論
に
於
て
問
題

と
す
る
完
全
無
紋
の
静
態
で
は
友
く
、
そ
の
成
立
の
遺
行
、
然

も
そ
の
貨
幣
的
側
面
が
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
。

此
の
後
の
賠
ま
で
筆
を
進
め
る
こ
と
は
有
意
義
で
は
あ
る
が
、

今
の
仕
事
で
は
な
い
。

第
三
十
八
巻
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J. M. Ke戸le!'i. A Treatise on Money. 1930. J[.. '¥"01. P・79侃
'ft.見を以てすれば、此白論文には此の二つの問題が混在してゐる。雨者は何
b必然的た連絡を有しない。而して此の論文の意義はL貨幣債格決定の問題1
白解答たる勘にある。
Bil.movicz. a. a. O. S. 355. 
Bilimovicz. a. a. O. S・361.5. 359. S. 699-700. 
Bilimovicz. a. a. 0_ S. 696.ぜ Pモ>>''1ツチは締務過程が一時的にして、井、続
的?でなければ、誰も牌来不必要な貨併を需要しないから、貨幣は交換債値を
有し得ないとい」、。卸ち貨懲回債値は植樹過程の持績性をl鴨提してゐる。永
線的な経潜過程在前提するのは此白鴛めである。 (B'lin.ov.c<a. a. O. S. 693.) 
lh!up.ovicz.-a. a. U.邑.696-697・
簡単の鴛めIとする。L貨鮮の涜遁法度の増I.IUそのこ止が直ちに物慣白鷹貴を
司王ナ課ではない。それは先づ商品及び貨幣の需給の不一致を創り出す。而し
て此D不一致があヲて始めて物債白聖書動を生ずる0'1(Bilimovicz. a. a. O. S. 
704.)ピPモグイツチは此事を算術的な例で説明してゐる。 (5.701-704， fD 
第二の場合。〉
彼は欲望白可測性を前提せずして、ただその比較可能性のみに基づいて債値
論を樹たようとしてゐる。 (Bijimo叫 z.Zur F:rag.(! der wirtschafr1Jchen l.JUlt:r. 
ZeiLschrift fur Vulk:，wirtschaft， Sozialpolitik llnd Verwalt口ng.20. Bd. 191 I. 
S. 623-698.derselbe. Die Preis.und WertJehre. Volkswitschaftstbeorie iler 
Gegenwart. 2. Bd. 193.2. S. 94-113. derselbe. a. 3.. O. S. 368-369・)従ヲて彼は
本稿に紹介する論文の後半ι積極的説明「に於ては、不等式を用ひてその積帳
的説明を展開してゐる。固よりかふる限界殻周曲線の前提は Bilimc刊 ic1.絹
特の立場に脊む〈が、彼は此白場合数理経部事者。の一般に用ひる方法をも悦
宜上採ってゐる。
とれば指間設説の蛍然の結果である。詳訟を嘆したいと思」、oBi.lim.ovic包は
Wa1ra:-.及びY日tri・Tonelliの批評に托して.11むのことを説いてゐる。 (a.a. 0 
S. 369. S. 37<-372・)
方程式群E、及びlVの芳IJ用により此式中。ー.-..:)は此の方程式群の他の者より
導寺出し得る故に、一見国有6如くして、事'iitm-1 しか方程式はない。
F.Oppenh町田町田 Vorwortzur deutsche Ausgabe V'on R. G. Hawtreys VVahfung 
und Kredit， S. Vr. Jena. 1926. Hans N印刷er.Der Ta山 chwert.des Geldes， 
只 2・Jena.'928. -(Bilimovicz. a. •. O. 5. 354-355・) ~. Haberler. KrIl凶che
Bemerkun邑enzu Schu血petersGeldtheorie， Il. S. W. S. 648-，ヰ6.
AL.fred Mi，chalis. Die Quantilatstheoiie als C:rundlage uer K~(】njunkturfo四chung

]ena. 1929目 (Bilimovicz.a. a. O. S.857-3!i，9') 
同様D思想はロパートツシにも見出される()D. 1-1. Rl，bertson. 2¥roney. 1. ed 
p. 28. ftドew.ed. p. 28 白.

3.1) 後述参照。
Hilimovicz.， fI.. a. O. S・367・S.374・ではとの問題をL貨僻論白中心問題「と
呼んでゐる。 BilimovIczによれば L.Vv'alrm，こそ、最初に交換方程式を立
てた畢者であり、然もそのMよりの功践は、とれを、一般均衡白健系白中に
取入れたことである。而して今主主に問題とする dasnOligen K脳.senhe.siand
(1 enca凶 edesiree)の問題も院に彼によって提ー出せられてゐるといふ。 (a.a 
O. S. 362. S. 368.) 
Bilimovicz. a. a. O. S. 373-375. s， 7∞-701. 
i止の所奥vf~百件とい」、中には債格白状態も合北れてゐる。手許準備金は絶艶
的にではな〈、債格と相聖母的に定まる。 (mlirnm，icz.a.a. O. S. 700.) 
上議参照。
士宮ilimovicz..'a. a.. O. S. 375- 37) B:ilirno1iicz. a. a. O. S. 726. 
A. Bilimovrci. a.， a. O. S・360高田博士・ l貨幣zコ債値目受動性ー'.'陛罰論叢
第三十四巻 p. 7'9・ ¥iVieser. a. a. 0 お ][79" Sch1.l回pt::teT.Theorlt!" der 
wl:rtsschalUichen Entwicldung.2. Aufl. S・70 向Schumpeterの上端論文に於
ける FIscherCD流通君主度論批拝 (6.683-68+..脚註〉には首肯七l雄い墨占が
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